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【
奨
励
賞
】
∥
敬
称
略

▼G
r
e
e
n

I
s
l
a
n
d

∥
「I

m
a
g

i
n
e
C
u
p

日
本
大
会
出
場
ま
で

の
軌
跡
―
日
本
大
会
準
優
勝
―
」

▼
英
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
∥
「
留
学

生
・
外
国
人
向
け
英
文
『
向
ヶ
丘

遊
園
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
の
作
成
・

普
及
・
発
展
」

▼
鈴
木
聖
二
（
経
営
４
）
∥
「
部

活
を
通
し
て
得
た
も
の
」

▼
下
川
原
彩
（
経
営
４
）
∥
「
人

と
の
つ
な
が
り
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事

務
局
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
２

年
半
」

▼
石
川
和
男
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
∥
「
課

題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

『
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
生
か
し
た

商
店
街
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
に

取
り
組
ん
で
」

▼
多
田
裕
帆
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
４
）
∥
「
平
成
２２
年
度
全
日
本

学
生
ヨ
ッ
ト
個
人
選
手
権
大
会
シ

ン
グ
ル
ハ
ン
ド
級
へ
挑
戦
」

▼
永
野
奈
帆
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
２
）
∥
「
日
本
縦
断
チ
ャ
リ
の

旅
」

▼
企
画
展
示
・
学
生
ス
タ
ッ
フ
∥

「
『
目
の
果
報

知
の
至
福

江

戸
の
文
華

―
戯
作
と
浮
世
絵

―
』
展
に
お
け
る
活
動
報
告
～
川

崎
の
文
化
を
広
め
よ
う
～
」

▼
国
際
交
流
事
務
課
レ
ジ
デ
ン
ト

ア
シ
ス
タ
ン
ト
∥
「
世
界
と
日
本

を
結
ぶ
国
際
研
修
館
～
Ｒ
Ａ
が
残

し
て
ゆ
く
も
の
～
」

▼
チ
ー
ム
大
沼
∥
「
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

２
０
１
０

準
優
勝
の
軌
跡
」

▼
堤
啓
（
商
２
）
∥
「
日
本
学
生

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
４
位
、

日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
出

場
」

▼
松
永
陵
太
・
王
俊
傑
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
３
）
∥
「
川
崎
市
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

～
優
秀
賞
ま
で
の
軌
跡
～
」

▼
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
学
生
連
盟
（
ｅ
Ｓ

Ｐ
Ａ
）
∥
「
日
本
に
お
け
る
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
認
知
・
普
及
を
目
指
す
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
学
生
連
盟
（
ｅ
Ｓ
Ｐ

Ａ
）
の
活
動
軌
跡
」

▼
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
生
交
流

班
∥
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の

学
生
と
の
国
際
交
流
」

▼
小
坂
明
裕
（
商
４
）
∥
「
公
認

会
計
士
を
目
指
し
て
」

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ジ

ア
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
主
催
）の「
コ
リ
ア

語
コ
ー
ス
」「
中
国
語
コ
ー
ス
」

「
ベ
ト
ナ
ム
語
コ
ー
ス
」
が
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た

（
い
ず
れ
も
全
８
回
）。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
留
学
生
を
講

師
に
、
旅
行
な
ど
で
の
基
本
会

話
を
練
習
し
、
お
菓
子
や
お
茶

を
楽
し
み
な
が
ら
の
テ
ィ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
も
。
言
葉
や
会
話
だ

け
で
な
く
そ
の
国
の
文
化
に
も

触
れ
、
正
規
授
業
で
は
体
験
で

き
な
い
学
習
会
と
な
っ
た
。

１２
月
１５
日
、
中
国
語
と
ベ
ト

ナ
ム
語
の
両
コ
ー
ス
で
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
書
き
方
を

学
び
、
海
外
の
国
際
交
流
協
定

校
の
学
生
か
ら
届
い
た
カ
ー
ド

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
返
事

を
書
い
た
。

中
国
語
コ
ー
ス
は
こ
の
日
最

終
日
を
迎
え
た
。
講
師
の
大
学

院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
の
蒋
純
青
さ
ん
か
ら
「
聖
誕

快
楽
！
」
（
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス

）
な
ど
を
学
び
、
受
講
者

５
人
は
、
台
湾
・
中
山
大
学
へ

の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
書
き

上
げ
た
。

短
期
間
、
北
京
に
留
学
し
た

米
田
奈
央
さ
ん
（
経
済
３
）
は

「
こ
う
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
学
習

の
お
か
げ
で
一
層
中
国
語
に
親

し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先

生
は
と
て
も
親
し
み
や
す
い
方

で
す
」。

蒋
さ
ん
は
「
熱
心
な
学
生
ば

か
り
で
、
質
問
も
多
く
、
中
国

の
就
職
事
情
も
尋
ね
ら
れ
ま
し

た
。
言
語
の
勉
強
は
音
読
が
大

切
。
音
楽
や
ド
ラ
マ
な
ど
で
聴

く
練
習
も
根
気
よ
く
続
け
、
難

し
い
四
声
を
克
服
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

ベ
ト
ナ
ム
語
コ
ー
ス
の
講
師

は
グ
エ
ン
・
ホ
ン
・
ニ
ヤ
ッ
ト

さ
ん
と
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
タ
イ

ン
・
タ
ム
さ
ん
（
い
ず
れ
も
特

別
聴
講
生
）
。
学
生
４
人
が
受

講
し
た
。

学
生
生
活
を
活
性
化
し
、
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
貢
献
な

ど
の
成
果
を
表
彰
す
る
第
１１
回
育
友
会
奨
励
賞
が
決
ま
り
、
１２

月
１１
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度

は
９
団
体
と
６
個
人
が
受
賞
し
、
菅
沼
堅
吾
会
長
か
ら
賞
状
な

ど
が
授
与
さ
れ
た
。
受
賞
者
と
主
題
（
テ
ー
マ
）
は
次
の
と
お

り
。

本
学
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
に
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
講
演
や
研
修
会

を
開
催
す
る
な
ど
の
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
、
ど
の
よ
う
な
行
為
が
セ
ク
ハ
ラ
に

該
当
す
る
の
か
、
セ
ク
ハ
ラ
の
加
害
者

に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
セ
ク
ハ
ラ
を
す
る
と
ど
う

な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
語
ら

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
セ
ク
ハ
ラ
加
害
者
が

ど
う
な
る
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
セ
ク
ハ
ラ
加
害
者
は
法
的
責

任
を
負
い
ま
す
。
こ
の
法
的
責
任
は
、

大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
が
大
学
に
よ
る
処
分
で
す
。

学
生
が
加
害
者
の
場
合
は
停
学
や
退
学

な
ど
、
教
職
員
の
場
合
は
減
給
や
解
雇

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
目
が
民
事
責

任
で
す
。
セ
ク
ハ
ラ
は
不
法
行
為
に
あ

た
る
の
で
、
加

害
者
は
被
害
者

に
対
し
、
財
産
的
損
害
や
精
神
的
損
害

を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
三
つ
目
が
刑
事
責
任

で
す
。
セ
ク
ハ
ラ
の
中
で
も
、
身
体
の

接
触
が
伴
う
な
ど
重
大
な
行
為
に
つ
い

て
は
、
迷
惑
行
為
防
止
条
例
や
刑
法
上

の
犯
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
法
的
責
任
を
負
う
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
制
裁
を
受
け
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ
加
害
者
で
あ
る

こ
と
が
周
囲
に
わ
か
れ
ば
、
通
学
や
出

勤
が
困
難
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
地
域

社
会
か
ら
の
目
を
恐
れ
て
転
居
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
解
雇

な
ど
に
よ
り
失
職
す
れ
ば
経
済
的
に
困

窮
す
る
こ
と
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
セ
ク
ハ
ラ
を
す
る
と
、

重
大
な
法
的
責
任
・
社
会
的
責
任
を
負

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
セ
ク

ハ
ラ
行
為
は
、
被
害
者
や
社
会
に
害
悪

を
与
え
る
行
為
な
の
で
す
。

（
福
田

竜
也
）

１２
月
８
日
、
学
生
相
談
室
主
催
の

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
（
自
分
を
最

も
引
き
立
て
る
色
）
」
を
見
つ
け
る

セ
ミ
ナ
ー
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
１２
人
の
学
生
が
参
加
し
た
∥

写
真
。

カ
ラ
リ
ス
ト
の
古
田
淳
子
さ
ん
と

大
貫
斎
さ
ん
が
、
黄
と
青
を
ベ
ー
ス

に
４
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
パ
ー

ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
の
原
理
と
、
調
和
の

と
れ
た
配
色
の
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
。

「
就
活
」
で
の
ス
ー
ツ
選
び
と
ネ
ク

タ
イ
の
合
わ
せ
方
や
、
メ
イ
ク
の
方

法
な
ど
「
自
分
色
」
を
生
か
す
た
め

の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
参
加

者
た
ち
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
「
自

分
色
」
を
探
っ
た
。

高
比
良
美
久
さ
ん
（
商
１
）
は
「
色

だ
け
で
な
く
柄
の
大
き
さ
や
小
物
と

の
合
わ
せ
方
も
教
え
て
い
た
だ
い
て

良
か
っ
た
」
、
野
呂
拓
也
さ
ん
（
文

４
）
は
「
い
つ
も
選
ん
で
い
た
色
が

自
分
色
と
一
致
し
て
い
た
の
で
納
得

し
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

経
済
学
部
の
徳
田
賢
二
ゼ

ミ
で
は
長
沢
商
店
街
（
多
摩

区
）
の
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、
１２

月
２３
日
に
は
音
楽
演
奏
と
表

彰
式
お
よ
び
懇
親
会
が
開
か

れ
た
∥
写
真
・
上
。
今
回
は

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
を
テ
ー
マ

に
ゼ
ミ
生
が
各
高
校
の
生
徒

た
ち
と
商
店
街
の
飾
り
付
け

を
担
当
。
奥
田
千
香
子
さ
ん

（
代
表
・
２
年
）
は
「
生
徒

さ
ん
や
先
生
方
、
地
元
の
方

々
と
交
流
し
、
貴
重
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
」と
語
っ
た
。

タ
バ
コ
が
日
本
に
流
入
し

て
、
１
０
０
年
。
近
年
に
な

り
、
欧
米
先
進
国
を
中
心
に

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
被
害
が
報

告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
我

が
国
で
も
規
制
措
置
が
始
ま

り
ま
し
た
。
未
成
年
の
喫
煙

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
大
学
に
お
い
て
は
、
入

学
後
早
期
に
、
多
く
の
学
生

が
周
囲
の
影
響
に
よ
り
喫
煙

を
開
始
し
、
や
が
て
常
習
化

す
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
学
時
代
は
大
切
な
発

育
形
成
過
程
の
最
終
段
階
で

す
。
喫
煙
行
為
を
未
然
に
防

止
し
、
生
涯
に
わ
た
り
喫
煙

し
な
い
習
慣
を
形
成
す
る
こ

と
は
、
未
来
あ
る
若
者
の
大

き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

大
学
な
ど
集
団
生
活
の
中

で
の
最
大
の
問
題
点
は
受
動

喫
煙
で
す
。
喫
煙
者
の
周
囲

に
い
る
人
は
、
実

は
主
流
煙
（
喫
煙

者
が
直
接
吸
い
込

む
煙
）
よ
り
も
ニ

コ
チ
ン
や
一
酸
化

炭
素
な
ど
の
有
毒
物
質
を
数

倍
多
く
含
む
副
流
煙
（
タ
バ

コ
の
火
の
先
か
ら
直
接
立
ち

上
が
る
煙
）
を
吸
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
、
住
宅
室
内

で
の
受
動
喫
煙
に
よ
る
同
居

家
族
の
発
癌
リ
ス
ク
が
高
ま

る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
喫
煙
行
為

が
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ

と
に
つ
い
て
も
近
来
、
よ
う

や
く
一
般
的
に
情
報
伝
達
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

を
な
く
す
た
め
に
は
、
今

後
、
日
本
で
も
社
会
全
体
と

し
て
の
一
層
の
対
策
強
化
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
学
保
健
室
で
は
、
タ
バ

コ
に
関
す
る
諸
相
談
や
禁
煙

を
希
望
す
る
学
生
お
よ
び
教

職
員
に
対
す
る
専
門
家
に
よ

る
面
談
や
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

※
全
文
は
学
生
生
活
課
・

保
健
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
中
。

商
学
部
の
前
川
明
彦
ゼ
ミ

は
１２
月
２３
日
、
多
摩
区
の
登

戸
東
通
り
商
店
街
で
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
を
実
施
し
た
。

昨
年
は
新
百
合
ケ
丘
駅
前
で

実
施
し
た
同
ゼ
ミ
。
「
活
動

を
継
続
的
に
地
域
に
広
げ
た

い
」
と
今
回
は
事
前
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
た
。

当
日
は
約
８
０
０
本
の
使

用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使

用
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
た
。
友
人
や
家

族
と
の
静
か
な
語
ら
い
の
場

を
演
出
し
た
∥
写
真
・
下
。

●
徳
田
ゼ
ミ
・
長
沢
商
店
街
イ
ベ
ン
ト

育友会奨励賞

９
団
体
と
６
個
人
が
受
賞

商
店
街
の
飾
り
付
け
を
担
当

学
生
相
談
室
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

パパーーソソナナルルカカララーーをを見見つつけけよようう

●
前
川
ゼ
ミ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

街
づ
く
り
や
地
域
再
生
学
ぶ

カ
ラ
リ
ス
ト
が
ア
ド
バ
イ
ス

▲ 受賞者のみなさん

自
分
色
発
見

タバコの害について

改めて考えてみよう

セ
ク
ハ
ラ

加

害

者

重
い
法
的
・
社
会
的
責
任
負
う

アジア理解プログラム語学講座好好 評評！！

特別版

▼

中
国
語
コ
ー
ス
で
指
導
す
る

蒋
純
青
さ
ん
（
右
端
）

▼

出
来
上
が
っ
た
カ
ー
ド
を
持

っ
て
（
ベ
ト
ナ
ム
語
コ
ー
ス
）
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